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三木市使用料・手数料の見直し方針 

令和 4 年９月 

三 木 市 
 

 は じ め に                               

本 市 に お い て は 、公 共 施 設 の 使 用 料 や 諸 証 明 の 発 行 な ど の 手 数 料 に つ い て 、こ れ
ま で 統 一 的 な 基 準 が な く 、ま た 、定 期 的 に 見 直 し を 行 う 仕 組 み が 構 築 さ れ て い な い
こ と か ら 、一 部 を 除 き 、物 価 変 動 や 消 費 税 率 の 改 定 な ど 社 会 経 済 情 勢 が 変 化 す る 中
に お い て も 、 ⾧ 年 の 間 、 据 え 置 い て き ま し た 。  

そ こ で 、こ の た び 、公 共 施 設 の 運 営 管 理 や 諸 証 明 の 発 行 な ど の 行 政 サ ー ビ ス（ 以
下 「 行 政 サ ー ビ ス 」 と い う 。） の コ ス ト を 把 握 し 、 行 政 サ ー ビ ス に 応 じ た 受 益 者 負
担 の 適 正 化 を 図 る こ と に よ り 、 行 政 サ ー ビ ス を 利 用 す る 人 と 利 用 し な い 人 と の 負
担 の 公 平 性 を 確 保 す る こ と 及 び 利 用 者 負 担 の 適 正 化 を 図 る こ と を 目 的 と し 、 使 用
料・手 数 料 の 見 直 し の 統 一 的 な 考 え 方 と な る「 三 木 市 使 用 料・手 数 料 の 見 直 し 方 針 」
（ 以 下 「 本 方 針 」 と い う 。） を 策 定 し ま す 。  

  Ⅰ  使 用 料 ・ 手 数 料 の 見 直 し 基 本 方 針                  
1 基 本 方 針  
 (1) 受 益 者 負 担 の 原 則  

行 政 サ ー ビ ス を 利 用 す る 人 と 利 用 し な い 人 と の「 負 担 の 公 平 性 」を 考 慮 し 、利
用 者 (受 益 者 )に 応 分 の 負 担 を 求 め る 受 益 者 負 担 の 考 え 方 を 原 則 と し ま す 。  

 (2) 受 益 者 負 担 割 合 の 設 定  
行 政 サ ー ビ ス の 目 的 や 性 質 に 応 じ 、 利 用 者 負 担 及 び 公 費 負 担 の 割 合 を 設 定 し

ま す 。  

(3) 算 定 根 拠 の 明 確 化  
市 民 に 分 か り や す く 説 明 で き る よ う 、 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 に 要 す る 経 費 （ 原

価 ）を 明 ら か に し 、原 価 に 基 づ く 料 金 の 算 定（ 原 価 計 算 方 式 ）を 原 則 と し ま す 。  

(4) 受 益 者 負 担 の 激 変 緩 和  
定 期 的 な 見 直 し に よ り 受 益 者 の 負 担 が 急 激 に 増 え る 場 合 は 、 改 定 上 限 率 を 設

定 す る な ど の 激 変 緩 和 措 置 を 設 け ま す 。  

 (5) 消 費 税 等 の 適 正 反 映  
消 費 税 率 の 引 上 げ 等 に よ り 使 用 料・手 数 料 算 定 の 原 価 に 影 響 が 生 じ る 場 合 は 、

こ れ を 適 正 に 反 映 し ま す 。  

(6) 効 率 的 ・ 効 果 的 な 行 政 サ ー ビ ス の 提 供  
業 務 内 容 の 定 期 的 な 見 直 し は も と よ り 、 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 や 民 間 へ の 業

務 委 託 等 を 推 進 す る こ と に よ り 管 理 経 費 の 節 減 ・ 抑 制 に 取 り 組 み 、 使 用 料 の 抑
制 に 努 め ま す 。  

ま た 、 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、 各 公 共 施 設 の 情 報 提 供 ・ 周 知
を 行 い 、 利 用 者 数 の 増 加 を 目 指 し ま す 。  

(7) 定 期 的 な 見 直 し   
市 民 ニ ー ズ や 社 会 情 勢 の 変 化 に よ る 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 方 法 や 、 そ れ に 要 す

る 経 費 等 の 変 化 に 応 じ 、 定 期 的 に 使 用 料 ・ 手 数 料 の 見 直 し を 行 い ま す 。  
 



2 
 

2 対 象 範 囲  
原 則 と し て 全 て の 使 用 料 ・ 手 数 料 を 見 直 し の 対 象 と し 、 新 た に 設 定 す る 使 用

料 ・ 手 数 料 に つ い て も 本 方 針 に 基 づ き 料 金 の 検 討 を 行 い ま す 。  
ま た 、 こ れ ま で 使 用 料 を 設 定 し て い な か っ た 施 設 や 手 数 料 を 徴 収 し て い な い サ

ー ビ ス 等 に つ い て も 、 受 益 者 負 担 の 原 則 に 鑑 み 、 本 方 針 に 基 づ き 徴 収 の 可 否 を 検
討 し ま す 。  
  ◎適 用 除 外  
  ①  法 令 等 で 無 料 と 定 め ら れ て い る 使 用 料  

【 例 】 道 路 、 公 園 、 図 書 館 、 義 務 教 育 の 学 校  
  ②  法 令 等 で 金 額 や 算 定 基 準 が 定 め ら れ て い る 使 用 料 ・ 手 数 料 等  

【 例 】 市 営 住 宅 、 戸 籍 事 務 証 明 等  
  ③  独 立 採 算 が 求 め ら れ る 公 営 企 業 に 関 す る も の  

【 例 】 水 道 使 用 料 、 下 水 道 使 用 料  
 

3 見 直 し 手 順  
使 用 料 ・ 手 数 料 の 見 直 し 手 順 （ 流 れ ） は 、 原 則 と し て 次 の と お り と し ま す 。  
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 Ⅱ  使 用 料                                                
1 受 益 者 負 担 割 合  

行 政 サ ー ビ ス は そ の 目 的 や 性 質 が 多 様 で あ る た め 、施 設 の 性 質 に 応 じ 、「 必 需 性 」
及 び 「 市 場 性 」 の 2つ の 視 点 か ら 4つ の 区 分 に 分 類 し 、 利 用 者 及 び 公 費 の 負 担 割 合
を 定 め ま す 。  

【 施 設 の 性 質 別 分 類 の 視 点 】  
必 需 性 （ 公 共 関 与 の 必 要 性 ）  受益者負担 

必需的サービス 大半の市民が必要とする施設 小 

選択的サービス 個人の価値観や嗜好により必要性の異なる施設 大 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 原 価 の 考 え 方  
公 の 施 設 の 維 持 管 理 ・ 運 営 に 要 す る 人 件 費 、 物 件 費 、 減 価 償 却 費 等 の 合 計 額 と

し 、 原 則 と し て 直 近 ３ 年 間 の 決 算 額 の 平 均 額 を 用 い ま す (土 地 の 取 得 費 、 特 定 の
受 益 者 に 要 し た 経 費 等 (施 設 主 催 の 講 座 開 催 費 用 等 )は 除 く 。）。  
3 使 用 料 の 算 定  

(1) 占 用 利 用 の 場 合 （ 貸 室 、 体 育 館 、 テ ニ ス コ ー ト 等 ）  
使 用 料 ＝ １ 時 間 当 た り 使 用 料 原 価 ×受 益 者 負 担 割 合   

                     施 設 全 体 の 年 間 算 入 経 費         貸 出 面 積  
  １ 時 間 当 た り 使 用 料 原 価 ＝                  ×                      
                     年 間 利 用 可 能 時 間 ×目 標 稼 働 率      貸 出 総 面 積  

(2) 個 人 利 用 の 場 合 （ プ ー ル 、 ト レ ー ニ ン グ ル ー ム 等 ）  
使 用 料 ＝ 1人 当 た り 使 用 料 原 価 ×受 益 者 負 担 割 合  

                  施 設 全 体 の 年 間 算 入 経 費     
  １ 人 当 た り 使 用 料 原 価 ＝                         
                年 間 目 標 利 用 者 数  

※  利 用 料 金 制 度 導 入 施 設  
利 用 料 金 制 度 を 導 入 し 指 定 管 理 者 に よ り 管 理 運 営 し て い る 施 設 の 利 用 料 金 は 、 市 が 上 限 額

の 見 直 し を 行 い 条 例 改 正 の 手 続 を 行 っ た 上 で 指 定 管 理 者 が 設 定 し ま す 。 併 せ て 、 市 は 指 定 管 理
料 を 見 直 す 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、 既 に 基 本 協 定 を 締 結 し て い る 施 設 に つ い て は 、 原 則 と し て 、 基 本 協 定 締 結 期 間 中 は
現 行 料 金 の ま ま と し 、 見 直 し 後 の 利 用 料 金 の 適 用 は 新 た な 基 本 協 定 の 締 結 時 と し ま す 。  

市 場 性 （ 収 益 性 ）  受益者負担 

市場的サービス 民間でも提供され、または、提供可能で、収益性の高い施設 大 

公共的サービス 公共性が高く民間での提供が困難で、収益性の低い施設 小 

【 施 設 の 性 質 別 分 類 及 び 負 担 割 合 】  

市
場
的 

A-2グループ  
【受益者50％ 公費50％】 

市民の大半が必要とし、民間でも提供されて
いる施設 

 B-2グループ  
【受益者75％ 公費25％】 

個人の価値観や嗜好により必要性が異なるが、
民間でも提供されている施設 

公
共
的 

 A-1グループ  
【受益者25％ 公費75％】 

市民の大半が必要とするが、公共性が高く 
民間での提供が困難な施設 

 B-1グループ  
【受益者50％ 公費50％】 

個人の価値観や嗜好により必要性が異なり、 
公共性が高く民間での提供が困難な施設 

 必需的 選択的 

 ※ 1 公 の 施 設 は 、住 民 福 祉 の 増 進 を 目 的 と し 、全 て の 市 民 に 利 用 機 会 を 提 供 す る た め 設 置 し て お
り 、 応 分 の 公 費 負 担 は 必 要 で す 。 そ こ で 、 利 用 者 及 び 公 費 の 負 担 割 合 の 標 準 を 50％ ず つ と 設
定 し ま す (A-２ 及 び B-1 グ ル ー プ )。 そ の 上 で 、 必 需 性 及 び 公 共 性 の 高 い A-1 グ ル ー プ は 受 益
者 負 担 を 小 さ く (25％ )設 定 し 、 選 択 制 及 び 市 場 性 の 高 い B-2 グ ル ー プ は 受 益 者 負 担 を 大 き く
(75％ )設 定 し ま す 。  

※ 2 負 担 割 合 は 、市 民 が 施 設 の 設 置 目 的 に 従 っ て 利 用 し た 場 合 で あ り 、目 的 外 使 用 及 び 市 民 以 外
が 利 用 す る 場 合 の 受 益 者 負 担 割 合 は 100％ と し ま す 。   

   ま た 、 法 令 等 に よ り 無 料 と 定 め ら れ て い る 施 設 の 使 用 料 の 公 費 負 担 割 合 は 100％ と し ま す 。 
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 Ⅲ  手 数 料                            
1 受 益 者 負 担 割 合  

手 数 料 は 特 定 の 者 に 提 供 す る 行 政 サ ー ビ ス に 要 す る 経 費 で あ る こ と か ら 、 受 益
者 負 担 割 合 を 100％ と し ま す 。  

2 原 価 の 考 え 方  
手 数 料 原 価 は 、 手 数 料 徴 収 事 務 に 要 す る 人 件 費 、 物 件 費 、 減 価 償 却 費 等 の 合 計

額 と し 、 原 則 と し て 直 近 ３ 年 間 の 決 算 額 の 平 均 額 を 用 い ま す 。  

3 手 数 料 の 算 定  
受 益 者 に 負 担 を 求 め る 手 数 料 単 価 は 、 次 の と お り 算 定 し ま す 。  

(1) 処 理 時 間 を 基 準 と す る 場 合 （ 住 民 票 、 納 税 証 明 書 等 の 発 行 手 数 料 ）  
手 数 料 ＝ １ 件 当 た り 手 数 料 原 価 ×受 益 者 負 担 割 合 （ 100％ ）  

      １ 件 当 た り 手 数 料 原 価 ＝ 1件 当 た り 人 件 費 ＋ 1件 当 た り 物 件 費 等  
          1 件 当 た り 人 件 費 ＝ 1 分 当 た り 人 件 費 ×1 件 当 た り 処 理 時 間 (分 ) 
                                年 間 算 入 経 費  
         1 件 当 た り 物 件 費 等  ＝               

年 間 処 理 件 数 （ 直 近 3 年 間 の 平 均 件 数 ）  
 
 

(2) 処 理 量 を 基 準 と す る 場 合 （ 一 般 廃 棄 物 処 理 手 数 料 ）  

手 数 料 ＝ 1処 理 単 位 当 た り 手 数 料 原 価 ×受 益 者 負 担 割 合 （ 100％ ）  
 

                  年 間 算 入 経 費  
    1処 理 単 位 当 た り 手 数 料 原 価 ＝                                 
                   年 間 処 理 量 （ 直 近 3 年 間 の 平 均 処 理 量 ）  
       

 
 Ⅳ  共 通 事 項                                        
1 同 種 サ ー ビ ス の 原 価 計 算   

設 置 目 的 や 用 途 が 同 じ 施 設 の 使 用 料 原 価 は 、 施 設 ご と の 原 価 を 平 均 し た も の を
全 て の 施 設 の 原 価 と す る こ と が で き る も の と し ま す 。 ま た 、 同 種 の 手 数 料 徴 収 事
務 に つ い て は 、 特 別 な 事 情 が な い 限 り 料 金 の 統 一 化 を 検 討 し ま す 。  

2 近 隣 自 治 体 と の 均 衡  
同 種 の サ ー ビ ス に か か る 使 用 料 や 手 数 料 は 、 近 隣 自 治 体 と 著 し く 差 が 生 じ な い

よ う 、 必 要 に 応 じ 価 格 の 均 衡 を 図 り ま す 。  

3 改 定 の 対 象  
料 金 の 改 定 は 、 改 定 料 金 と 現 行 料 金 を 比 較 し 、 お お む ね ±10％ 以 上 の 乖 離 が 生

じ て い る も の を 改 定 の 対 象 と し ま す 。  
ま た 、 料 金 の 改 定 ・ 設 定 を 行 っ て 間 も な い も の は 、 改 定 の 対 象 外 と し ま す 。  

4 激 変 緩 和 措 置  
使 用 料 ・ 手 数 料 の 額 を 見 直 し た 結 果 、 改 定 料 金 が 現 行 料 金 を 大 幅 に 上 回 る 場 合

は 、 利 用 者 の 負 担 が 急 激 に 増 加 し な い た め の 激 変 緩 和 措 置 と し て 、 原 則 と し て 改
定 後 の 料 金 は 現 行 料 金 の 1.5倍 を 上 限 と し ま す 。  

5 市 民 へ の 周 知  
使 用 料 ・ 手 数 料 の 改 定 時 に は 十 分 な 周 知 期 間 を 設 け る と と も に 、 料 金 改 定 に

当 た っ て は 市 民 の 理 解 と 協 力 が 何 よ り も 必 要 で あ る こ と か ら 、 説 明 責 任 の 一 層
の 向 上 に 努 め ま す 。  


